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二神家墓地調査中間報告

1
.
調

査

・
研
究

の
主

旨

愛
媛
県
松
山
市

か
ら
北
西
に
海
上
約

一
〇
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
に
位
置
す
る
二

神
島

に

つ
い
て
は
二
神
家
所
蔵

の
古
文
書
等

に
よ
る
研
究
、
島
内

の
民
家
や

集
落
形
態

に
関
す
る
建
築
学
的
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
島
内

の
民

俗
学
的
研
究

の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
二
神
島

に
対
す
る
総

合
調
査

の

一
環
と
し

て
考
古
学
的
調
査

・
研
究
を
行
な

っ
て
き
た
。

二
神
家
墓
地

(図
1
)
は
二
神
島

の
現
在

の
海
岸
線
か
ら
約
七
〇
〇
メ
ー

ト

ル
の
瀬
戸
内
海
お
よ
び

二
神
島
集
落
を
見
下
ろ
す
北
東
斜
面

に
位
置
し
て

い
る
。
こ
の
二
神
家
墓
地
は
中
世

か
ら
現
代

に
至
る
ま
で
連
綿
と
し

て
続
く

墓
地
景
観
が
残
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
墓
地
内

の
中
世
墓
群
は
中
世
領
主

層

の
墓
地
形
態
を
解
明
す
る
う
え
で
貴
重

で
あ
る
。
二
神
家
墓
地

の
調
査
研

究

は
、
中
世
か
ら
現
代

に
至
る
墓
制

の
展
開
を
通
観
す
る
う
え
で
極
め
て
有

意
義

で
あ
る
と
と
も
に
島
内

に
お
け
る
他

の
墓
地
と
の
比
較
研
究

は
島

の
歴

史
を
よ
り
鮮
明

に
描
く
素
材
と
成
り
得
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

地位置図(120000)
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2
.

こ
れ

ま

で

の
調

査

の
概

要

二
神
家
墓
地

の
考
古
学
的
調
査
は
、

一
九
九
五
年
七
月

に
由
利
島

の
考
古
学
的
調
査
を
実
施
し
た
際

に
、

二
神
島

の
二
神
家
墓
地
を
見

学
し
、
中
世

の
供
養
塔
類
が
ま
と
ま

っ
て
散
乱
し
て

い
る
状
況
を
確
認
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
る
。

二
神
島

に

つ
い
て
は
す
で
に
二

神
文
書

の
調
査
や
島
内

の
民
家

と
集
落

の
建
築
学
的
調
査
が
実
施
さ
れ
、
特

に
文
書

の
調
査
研
究

に
よ

っ
て
二
神
氏

の
歴
史
が
中
世
ま
で

遡
り
得
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
考
古
学
的

に
も
墓
地

の
調
査
を
通
じ

て
特
定

の

一
族

の
中
世
か
ら
現
代

に
至
る

墓
制
を
通
観

し
、

さ
ら
に
は
墓
地
景
観

の
歴
史
的
変
遷
を
具
体
的

に
辿

る
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な

い
か
と
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

墓
地

の
本
格
的
な
調
査
は

一
九
九
六
年
三
月

の
第

一
次
調
査
以
来
、

一
九
九
七
年

三
月
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
の
三
次

に
わ
た

っ
て
実
施

し
て
き
た
。

見蕪

戴

鯵

難

擁
珪暇翫
ボ騎
鵜

雛

て

ヵ
嚢
灘

子
氏
が
近
世
以
降

の
墓
標

の
銘
文
と
型
式

の
基
礎
デ

ー
タ
作
成
を
担
当
し
、
東
国
歴
史
考
古
学
研

究
所

の
メ
ン
バ
ー
は
、
鶴
見
大
学
の
河
野
真
知
郎
氏

の
指
導

の
下

に
近
世
墓
標

の
模
式
図

と
配
置

図

の
作
成
、
中
世
石
塔

の
散
乱
状
況

の
平
面
図
作
成
、
写
真
撮
影
な
ど
を
担
当
し
た
。

一
九
九
五

年

に
多
く
の
中
世
石
塔
類
を
発
見
し
た
の
は
、
中
段
平
場
か
ら
上
段
平
場

に
か
け
て
の
斜
面
下
半

部

で
あ
り
、
こ
の
他
、
最
下
段

に
も
中
世
石
塔
類
を
若
干
確
認
し
た
。

第

二
次
調
査
で
は
、
中
段
平
場
で
発
見
し
た
中
世
石
塔
類

の
上
に
多
量

に
積
も

っ
た
枯
葉
を
取

り
除
き
、
散
乱
状
況
を
よ
り
明
確

に
図
化
し
た
。
同
時

に
島
内

の
石
造
物

の
分
布
調
査
も
実
施
し

た
。
な

お
、
こ
の
時
点

ま
で
墓
地

の
各
平
場
を
上
段
平
場

・
中
段
平
場

・
下
段
平
場

.
最
下
段
平

塀

惹

離
}

、讃

認

〆 醗 ・ ・,

鋤鰻爵 蒜
写真1二 神家墓地遠景
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場
と
四
段

に
分
け
て
呼
称
し
、
現
在
、
五

ノ
段

.
四
ノ
段
と
区
別
し
て
呼
称
し
て

い

る
平
場
を

一
括
し

て
上
段
平
場
と
し
て
い

た
。
五
ノ
段
と
四
ノ
段

と
の
比
高
差
が
わ

ず
か
で
あ
り
、
か

つ
、
墓
地
を
管
理
し
て

い
る
地
元

の
二
神
春
子
さ
ん
か
ら
両
平
場

の
間
を
切
り
通
し
た
墓
道
が
比
較
的
近
年

に
開
削
さ
れ
た
も
の
と
聞
き
及
ん
だ
か
ら

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
各
段

の
呼
称

に

つ
い

て
は
、
第

二
次
調
査

の
後

に
、
二
神
家
伝

来

の
過
去
帳

に
記
載
さ
れ
た
各
墓
標

の
所

在

地

を

示

す

⊃

之

段
」

か
ら

「
五

之

段
」

の
記
述

が
、
現
況

に
お
け
る
墓
地

の

各
段

に
符
合
し
、
墓
道

に
よ

っ
て
分
断

さ

れ
た
上
段
平
場
も
各

々
別
個

の
平
場
と
し

て
把
握
す

べ
き
こ
と
が
判
明
し
た
た
め
、

我

々
も
過
去
帳

の
記
述

に
則
り
最
下
段
を

一
ノ
段
と
し
、
上
段
平
場
を
二

つ
の
平
場

に
分
け
、
最
上
段
を
五
ノ
段
と
し
墓
道
で

　図2二 神家墓地各段位置図(1:300)
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分
断
さ
れ
た
や
や
低

い
平
場
を
四
ノ
段
と
し
た
。

第
三
次
調
査
で
は
三
ノ
段

(中
段
平
場
)

に
発
見
さ
れ
た

中
世
墓
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
そ

の
際
、
中
世
墓
を
調

査
す
る
た
め
に
は
四
ノ
段

の
平
場
上

に
あ
る
近
世
墓
を

一
部

調
査
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
で
あ

っ
た
た
め
、
そ
の
範
囲
で

四
ノ
段

の
近
世
墓
の
発
掘
調
査
も
実
施
し
た
。

3
.

二
神

家

近

世

墓

地

の

調

査

中

世

以
来

、

二
神
家

の
屋
敷

が
所

在

し
た

と

い
わ

れ

る
本

浦

は
、

三
方

を
山

に
囲
ま

れ
、
北

側

は
眼
前

に
海

が
迫

っ
て

い
る
。

こ

の
本
浦

を
囲

む
山

の
西

側

、
海

に
向

か

っ
て
張

り

出

し
た
山

腹

の
北
東
斜

面

に
、

五
段

か
ら
な

る
平

場
を

造
成

し

て
二
神

家
墓

地

は
営

ま

れ

て

い
る
。
墓

地

か
ら
眼
下

を

見

下

ろ
せ
ば

、

本
浦

を

は
じ
め

と
す

る
島

内

の
集
落
が

一
望

で

き
、

あ

た

か
も
子
孫
を

は
じ

め
と

す

る
島

民

の
生
活

や
島

内

へ
の
船

の
出

入

り
を

見
守

る

か
の
よ
う

な
位

置

に
あ

る
。

二

神

家
伝

来

の
過
去
帳

に
よ
れ
ば
、

墓
地

は

「
西
畑
」

あ

る

い

は

「
西
畠

」

と
記
さ

れ

て

い
る
。
集

落

か
ら
見

て
西
端

つ
ま

り

「
に
し

の
は
た
」

の
意

で
あ

ろ
う

か

(図

1
)
。
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桝 窓ド_

熟飯!薄 賑

講磯蘇響噸貫

写真2ニ ノ段

鞍 ∵ 論ピ 階.
継轡 賢 詑 ∫＼

/・

.,デ 臨! .、

写真4四 ノ段 および五 ノ段

魂欝{関 柔…%

磯鰍湯
、 一轟 犀べ㌦H

写 真3三 ノ 段

第 晋宝}

駕 冠 礁
幾1噺 ン詑

～ ㌦
.,轟/

写真5五 ノ段

186



二神家墓地調査中間報告

過
去
帳
は
元
禄

二
年

に
作
成
さ
れ
た
も
の
が
存
在
し
た
が
、
種
章

に
よ

っ
て
安
政
五

年

に
改
め
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は

「
先
年
具
院
安
養
寺
焼
失
之
時
過
去
帳
回

禄
其
後
宝
暦
六
子
年
當
浦
焼
失
之
時
具
院
過
去
帳

ハ
出
ト
イ

エ
ト
モ
古
来
之
事
ナ

シ
其

時
當
家
所
持
之
控
回
禄
失
本
」
と
あ
り
、
「古
来
」

の
分

に

つ
い
て
は
元
祖
道
隆
と
同

日
に
俗
名

.
実
名
を
記
し
、
家
種
か
ら
は

「
分
明
」

に
こ
れ
を
記
す
と
あ

る
。

こ
の
過

去
帳
を
参
考

に
近
世
墓
標

の
銘
文
、
型
式
、
墓
標

の
配
置
か
ら
近
世
墓
地

の
形
成
過
程

を
探

っ
て
み
た

い
。

こ
れ
ま
で
の
調
査

の
経
緯

で
述

べ
た
よ
う

に
、

二
神
家
墓
地

に
お
け
る
近
世
の
墓
標

の
調
査
は
、
第

一
次
調
査
以
来
継
続
し
て
実
施
し
て
き
た
が
、
未
だ
墓
地
全
体

の
測
量

図

の
作
成
や
、
各
墓
標

の
実
測
図
作
成
と
そ
れ

に
基
づ
く
詳
細
な
型
式
分
類
及
び
編
年

等
々
や
り
残
し
て

い
る
作
業
は
多

い
。
今
回
報
告
す
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
中
間
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら

か
じ
め
お
断
り
し
て
お
き
た

い
。

4
.

近
世
墓
地
各
段
の
様
相

(図
2
)

(1
)

一
ノ
段

(図

2

・
図

3
)

一
ノ
段

は
最

も
下

段

に
位

置

す

る

(図

2
)
。

調

査
開

始
当

初

、
最

下
段

と
称

し

て

い
た

平

場

で
あ

る
。

大

小

二
基

の
石
廟

(D
-
2

・
7
)
と

六

基

の

墓
標

(D

-
1

・

3

.
4

.
5

.
6

.
11
)

が
並

ぶ
。

石
廟

は
大

小

共

に
切

妻
造

平
入

で
、
大

型

の
石
廟

!艶

◎

⑩

β

匹
◎

図
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は
北
東

方
向

を
向

き
、

そ

の
前
面

の
や
や
離

れ

た
と

こ
ろ

に
南

東
方
向

を
向

い
て
小
型

の
石
廟

が
位

置
し

て

い
る
。

大

型

の
石
廟

内
部

に

は
宝
簾

印
塔

が

一
基

納

め
ら

れ
、

塔

の
周
囲

に
五
枚

の
か

わ
ら

け

が
置

か

れ

て

い
た

(図

4
参

照

)
。
小

型

の
石

廟

の
内

部

に
は

一
石

五

輪
塔

が
納

め
ら

れ
て

い
る
。

そ

の
他

の
墓
標

は
、

板
碑

型
三
基

、
圭

頭
碑

一
基
、

角
柱
碑

一
基
、

不
明

一
基

で
あ

る
。

平
場

入
り

口
側

に

三
基

の
板
碑

型
墓
標

(D
-
3

・
4

・
5
)
が
位

置
し
、

圭
頭
碑

(D
-
1
)

一
基

は
大
型
石
廟

の
奥

に
位

置

し

て

い
る
。

こ
れ
ら
墓

標

の

空

間
を
充
填

す

る

か

の
よ
う

に
角
柱
碑

(D
-
6
)
が

一
基

ま
ん

な

か

に
建

て
ら

れ

て

い
る
。

い
ず

れ

の
墓

標

の
基

部

周
囲

に
は
礫

が
配

さ
れ

て
お

り
、
原

位
置

を
保

持

し

て

い
る
も

の
と
思

わ

れ
る
。

m

1
四 圏 一

一二
一_

≡一/2

3

4=ニ
ー

二
㌔
ノ

=
〆

＼

〆「
45

05cm
一

」.-
　

ヨ寧

2Uc

 

0

図4D-2石 廟 内出土遺 物(13)

さ
て
、
石
廟
型
式
は
二

神
家
墓
地
内

に
は
他

に
存

在
し
な
い
た
め
、

こ
の
石

廟

に
誰
が
葬
ら
れ
て
い
る

の
か
が
問
題
と
な

っ
て
い

た
。
中
島
町
教
育
委
員
会

の
豊
田
渉
氏
は
、
当
初
か

ら
近
世
初
祖
た
る
二
神
家

種

(法
名

穐
轡
院

一
山

宗
清
居
士
)
と
そ
の
後
妻

の
墓

で
は
な

い
か
と
考
え

て
お
ら
れ
た
。
過
去
帳

に

よ
れ
ば
、
家
種

の

「後

ノ

188



二神家墓地調査中間報告

室
」

の
廟

は
西
畠

の

一
ノ
段

に
あ

り
、

「宗

清
」

す

な
わ

ち
家
種

と

「同
処

」

に
葬

っ
た

と
あ

る
。
そ

し

て

「
明
堂
有

之
」

と
記
載

さ
れ

て

い
る
。

「
隙
聾

」

と
は
、

こ
の
石
廟

の

こ
と
で

は
な

い
か
と
予
想

さ

れ

て

い
た

の

で
あ

っ
た
。

三
次

に
わ

た

る
調

査
を

通
じ

て
、
大

型

石
廟

内
部

に
納

め
ら
れ
た
宝

簾
印

塔

に

「宗

清
禅
定

門
」

の
刻
銘

が
発
見

さ
れ
、
豊

田
渉

氏

の
予
想

は

み
ご

と

に

的
中

し

た

の
で
あ

る
。

こ

の
こ
と

か
ら

一
ノ
段

は

二
神

家
墓

地

の
各

平
場

の

中

で
近
世

の
墓
地

と
し

て
最
初

に
選
定

さ
れ
た
平

場

で
あ

る

こ
と
が
判
明

し

た
。過

去
帳

に
よ
れ
ば
家

種

の

「後

ノ
室
」

の
没
年

は
明

ら

か
で
な

い
が
、

家

種

は
寛

永

五
年

(
一
六

二

八
)

に
没

し

て

い
る
。
墓

標

型

式

不

明

の

一
基

(D
-
11
)

に
刻

ま

れ

た
年

号

は
承
応

元

年

(
一
六
五

二
)
、

三
基

の
板

碑

型

墓
標

の
う

ち
、
年

号

が
判

明

す

る

二
基

(D

-
3

・
4
)

は

承
応

二
年

(
一

六

五

三
)
、

明

暦

四
年

(
一
六

五

八
)

で
、
各

墓
標

群

の
空

間

を

充

填

す

る

か

の
よ
う

に
建

て
ら

れ

た
嘉
永

元
年

(
}
八

四

八
)

の
角

柱

碑

(D
-
6
)

を
除

け
ば
、

い
ず

れ

も
近

世
初

頭

の
年
号

を
示

し

て

い
る
。

家
種
夫

妻

の
近

親

の
墓
標

で
は
あ

ろ
う
が

、
過

去
帳

か
ら

は

こ
れ
ら

に
刻

さ
れ
た
法

名
を

見

出

す

こ
と
は

で
き
な

か

っ
た
。

一
ノ
段

に
は
中

世
後

半

と
考

え
ら

れ
る
石
塔

類

の
残
欠

が
ま

と
ま

っ
て
確
認

さ
れ

て

い
る
。

ま
た

、

一
ノ
段

に
登

っ
て
く

る
墓
道

の
崖

面

は
、

ち

ょ
う
ど

一
ノ
段

の
地

下
部

分

の
断

面

が
露
出

し

て

い

＼

道
㊦

=rで 掴9齢 騰 も
C-22C

-6C .8C-17C-15〔]じ13
　

曹5回7凹
C-1。

C-9
讐黒

05m
__i

図5 ニ ノ段(1:150)
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る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
断
面
に
も
中
世
石
塔
類
が
露
頭
し
て
い
る
。

一
ノ
段

に
限
ら
ず
墓
地
全
体

の
近
世
以
前

の
様
相

の
把
握
は
今
後

椥

の
課
題

で
あ

る
。

(
2

)

ニ

ノ
段

(
図

2

・
図

5
)

フ

段

を
右
手

に
見

な

が
ら
墓
道

を

さ
ら

に
登

り
、
左
手

の
崖

を
少

し
上

が

る
と

ニ
ノ
段

の
平
場

が
あ

る
。
調
査

開
始

当
初

か
ら
下

段

と
称

し

て

い
た
平
場

で
あ

る
。

毛

基

の
墓

標

が
並

ぶ

(C

-
2
～

11
、

C

-
13
～

20
)
。

圭
頭

碑

五

基
、
圭

頭

角
柱

碑

塞

、

円

頂
碑

三

基
・

円
頂
角

柱
碑

二
基
、

角
柱
碑

四
基
、
唐

破
風

屋
根

付
石
碑

塞

、
舟

形
地
蔵

座
像

塞

で
あ

る
。

こ
の
他

、
礫

に
よ
る
方
形

の
区
画

(C

-
21
～

23
)

と

中

世

後

半

の

五
輪

塔

残

欠

(
C

-
1

)
、

近

世

墓

標

の
台

座

(C

-
12

.
24

)

を

確

認

し

て

い

る
。

各
墓

標

の
配

置

は
・

C
h

か
ら

C
-
⑳
ま

で
ほ
ぼ

]
線

上

に
並

び

、
そ

の
延

長
線

上

に
礫

に
よ

る
方

形

の
区

画

(C
-
21
～

23
)
が

続

き
・

最
後

は
近

世
墓

標

の
台
座

(C

塾

だ

け
が
残

さ

れ
て

い
る
。

ほ
ぼ

一
線

上

に
並

ぶ
上

記
墓

標

群

の
・つ
ち
、

C
血

か
ら

C
幽

に

か
け

て

の
前

面

に
さ
ら

に

一
列
墓
標

群

が
列

状

に
建

ち
並

ん

で

い
る

(C

-
2
～

10
)
。

こ

の
う

ち
、
C

-
2

.
3
は

や
や
離

れ

た
位

置

に

あ

る
。

こ

の
よ
う
な

ニ

ノ
段

の
墓
標

群

の
配

列
分

布

は
、
墓

標

に
刻

ま
れ

た
年

号

の
年

代
別

分

布

と
符

合

す

る
。

す

な

わ

ち
、

C
-
15

(円
頂

碑
)
が
宝
永
三
年

二

七
〇
六
)
、
C
b

(圭
頭
碑
)
が
正
徳

二
年

(
毛

三

)
、
C
h

(圭
頭
碑
)
が
正
徳
五
年

(
毛

一
五
)
、

C
-
19

(圭
頭

角
柱
碑

)

が
享
保

一
〇
年

二

七

二
五
)
、

C
-
18

(唐

破

風

屋
根

付
石

碑

.
夫
婦

墓

)
が

宝
暦

八
年

(
一
七

五

八
)
、

C
-

17

(円
頂
角

柱
碑

・
夫
婦

墓

)
が
宝

暦

　
二
年

(
一
七
六

二
)

で
、

一
八
世
紀
初

め
か
ら
中

頃

の
年

号

を
示

し

て

い
る
。

こ
れ

に
対

し

て

前
列

の
C
ー

(円
頂
碑

)

は
文

化

八
年

二

八

二

)
、

C
ー

(円
頂
角

柱
碑

)

は

天
保

]
四
年

(
天

圏

一一)
、

C
ー

(円
頂
碑

)

は
嘉
永

三
年

(
一
八
五
〇

)
、

C
-
7

(角

柱
碑

)

は
安
政

二
年

(
一
八
五

五
)

で
、

い
ず

れ
も

一
九

世
紀
代
初

め

か
ら
中
頃

の
年
号

を

示

し

て

い
る
。

一
八
世
紀

後
半

に
墓
標

群

の
形

成

上

一
定

の
断

絶

を
看

取

で
き
る
。

C
-
2

.
3
は

い
ず

れ
も
圭

頭

碑

で
ほ
ぼ
同

じ
大

き

さ
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で
あ

る
。

そ

れ

ぞ
れ

信

士
、
信

女

と
あ

り
、

C
-
3

に
は
正

徳

二
年

(
}
七

一
二
)

の
年

号

が
刻

ま

れ

て

い
る
。

C
-
4

か
ら

10
ま

で

の
列

と

や
や
離

れ

て

い
る
こ
と

は
前

述

し
た

が
、
年
代

も

一
八
世
紀

前
半

で
あ

り
墓

標
群

形
成

上

は
別

群

と
す

べ
き

で
あ

る
。

C
-
6

(角
柱

碑

)

は
夫
婦

墓

で
明
治

一
九
年

(
一
八
八
六
)
・
明
治

三

二

年

(
一
八
九

九
)

の
年

号

が
刻

ま

れ
、
他

の
墓
標

が

い
ず

れ
も

一
九
世
紀
初

め

か
ら
中

頃

に
か
け

て

の
年

号

を
示

す

の

に
対

し

て

一
基

だ

け

「
九

世
紀
末

の
年

代

を
示

し

て

い
る
。

C
-
9

(角

柱
碑

)

の
昭
和

四
年

(
一
九

二
九
)

の
墓
標

と

共

に
、

一
九

世
紀
中

頃

ま

で
の
墓

標
群

形
成

と

は

一
定

の
断
絶

を

考

え

る

べ
き

で
あ

ろ
う

か
。

ニ

ノ
段

の
墓
標

群

に
刻

ま
れ

た
法

名

は
、

二
神
家

伝
来

の
過
去

帳

に
見
出

す

こ
と
が

で
き
な

い
。

墓
地

を
管

理

し

て

い
る

二
神
春

子

さ
ん

に
よ

れ
ば

分

家
筋

の
墓
地

で
あ

る

と

い
う
。

(3
)
三
ノ
段

(図
2

・
図
6
)

ニ
ノ
段

の
直
上
に
開
か
れ
た
平
場
で
、
調
査
開
始
当
初

に
は
中
段
平
場
と

称

し
て
い
た
。
中
世
後
半
か
ら
近
世
初
頭

の
石
塔
類
を
大
量

に
確
認
し
、
二

神
家
墓
地
調
査

の
端
緒
と
な

っ
た
場
所
で
あ
る
。
中
世
石
塔
類

は
更
に
上
段

の
四
ノ
段

か
ら
五
ノ
段
に
か
け

て
の
崖
裾

に
半
ば
埋
も
れ
て
い
た
。
そ

の
前

鱈

⑤

B

嘱

・

器
簿

邸
08

翻

◎
勾
呵 贈
羅
編

鰯

零
ワ

匪
@O
ヨ

ゆ

日

図
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面

に
列
状

に
近
世
墓
標
群
が
林
立
す
る
。

平
場
入
り
口
か
ら
見
て
奥
側

に
近
世
初
祖
家
種

か
ら
二
代

の
二
神
種
長

の
墓
標

(B
-
5
)
、
手
前

に
三
代
の
種
忠

の
墓
標

(B
-
8
)

が
建

つ
・
種
長

の
墓
標
は
圭
頭
碑

で
没
年

は
明
暦
三
年

(
エ
ハ
五
七
)
、
種
忠

の
墓
標
も
圭
頭
碑

で
没
年

は
貞
　、子
五
年

(
一
六
八
八
)

で

あ
る
・
二
代
種
長

の
墓
標

の
右
側

に
近
接
し
て
天
正

一
七
年

(
三

八
九
)
銘

の
濠

(B
ー

)
が
建

つ
。
過
去
帳

に

暫

勝
院
雪

旦

理
永
大
姉

天
正
十
七
巳
十

一
月
七
日

二
神
修
理
尉
家
種
前
之
室
先
達

テ
死
元
来
居
屋
補
内

二
葬
後
西
畑
下

ヨ
リ
三
之
段

二
引
直

ス
」

と
記
さ
れ
て
い
る
・
種
長
自
身
が

「居
屋
補
内
」
か
ら

「引
直
」
し
た
も
の
か
、
種
長

の
没
後

に
種
長

の
墓
標

の
隣

に

「
引
直
」
さ
れ
た

の
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
墓
標
自
体

の
型
式
は
天
正
期

の
も

の
で
は
な

い
。
種
長

の
墓
標

(B
-
5
)
が
総
　口同
九
九

セ
ン
チ

メ
ー
ト

ル
で

あ

る

の
に
対

し

て

豪

種
前

之
室

L

の
墓
標

(早

6
)

は
総
高

一
〇

八

・
五

セ

ン
チ

メ

ー

ル
と

や

や
大

き

い
が
、

い
ず

れ
も
大
変

よ

く
似
た
圭
頭
碑

で
あ
る
。
二
代
種
長
は
家
種

の
前
妻

の
子
で
あ

っ
た
の
だ

ろ
う
。
三
代
種
忠

の
墓
標

(
阜

8
)

の
右
側

や
や
離
れ
た
と

こ
ろ

に
種

忠

の
室

の
墓
標

(
B
-
9
)

が
建

つ
。
圭

頭

碑

で
、

没
年

は
宝

永

四
年

(
一
七

〇

七
)

で
あ

る
。
種

忠

の
墓

標

の
総
高

は

一
〇

〇

セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
、
驚

室

の
墓

標

の
総

高

は
八

六

セ

ン
チ

メ
ー
ト

ル
と

や
や
小

型

で
あ

る
。

二
代

種
長
墓

(B
1
5
)
、

三
代
種
忠

墓

(B
-
8
)
・

三
代

種
忠

の
室

(撃

9
)
、

早

m
、

B
也

、
B
b

は
、

ほ
ぼ

等
間

隔

で
並

ん

で

い
る
。

B
血

は
四
代
種

次

室

の
父

の
墓

標

で
圭
頭

碑

没
年

は
元
禄

六
年

(
一
六
九

三
)

で
あ

る
。

B
也

は
五
代
種

永

の

「前

ノ
室

」

の
墓
標

で
唐

破

風
屋
根
付

石
碑

で
あ

る
.

二
五
歳

で
没

し

て

い
る
・

没
年

は
宝

永

二
年

(
一
七
〇

五

)

で
あ

る
。

B
b

は
風
化
摩

滅

が
激

し

く
銘

文

は
不

明

で
あ

る
。

二
代
種

長

の
左

手
・

平
場

の
最
奥

部
分

に
B
ー

か
ら

B
-
4
が
建

て
ら

れ

て

い
る
。

B
-
2

か
ら

早

4
は
連

接

し

て

い
る
が
、

B
i

は
列

を
異

に

し
や

や
離

れ

て

い
る
・

阜

2
は
圭

頭
碑

、

四
代
種

次

の
娘

の
墓

標

で
、
過

去

帳

に
倉

橋

よ

り
戻

る

と
あ

る
。

没
年

は
元

禄

四
年

(
エ

ハ

九

一
)

で
あ

る
・

早

3
は
圭
頭
碑

で
同

じ
く

四
代
種
次

の
三
男

の
墓

標

で
、

与

州

三
津

浜

へ
別
家

し

た
が

子
孫
無

く

と

あ

る
。

没
年

は

享
保

四
年

(
一
七

一
九

)

で
あ

る
。

B
-
4
は
舟

形
光

背

を
持

つ
地

蔵

立
像

碑

で
、
銘

文

は
判
読

不

能

で
あ

る
。

総

目同
六

五

.
五

セ

ン
チ

メ

ー
ト

ル
あ

る
・

B
-
1
は
四
代

種
次

の
娘
夫

妻

(夫

は
養

子
)

の
法

名

が
刻

ま
れ

た
墓
標

で
、
圭

頭
碑

で
あ

る
。
没
年

は
夫

が
元

禄
元
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年

(
=
ハ
八
八
)
、
娘
が
享
保

二
〇
年

(
一
七
三
五
)
で
あ

る
.
三
ノ
段

の
こ
の

颪

に
は
、
四
ノ
段

に
藻

の
あ

る
四
代
暴

次
よ
り

先

に
没
し
た
養
子
を
含
む
子
供
達

の
藻

群
が
ま
と
ま

っ
て
建

て
ら
れ

て
い
る
。
B
i

は
前
述

の
よ
う

に
夫
婦
連
名
碑

で
あ
る
・
種
次

の
娘

は
享
保

二
〇
年

に
没

し

て

い
る

の
で
、
種

次

よ
り
後

に
没

し
た

こ
と

が
分

か
る
が
、
連

名

を
意
図

し

た
墓
標

に
追

刻

さ
れ
・

こ
2

画

に
葬
ら
れ
た
も

の
で
あ
ろ
・つ
。
B
ー

と
撃

8
の
間

に
高

さ
四
八
セ
ン
チ
イ

ト

ル
程

の
自
然
石
が
立

て
ら
れ

て
い
る
・
過
去
帳

に

罹

大
僧
都
大
阿
企
.梨
法
印
慈
鷹

二
神
種
永

五
男
忽
那
大
浦
長
隆
寺

二
士

一笹

ノ
住

僧
名
蓬

留

寺

二
有

二
神

テ

ア
印
所
西
畑
三

ノ
段

二
有

延
享

四
年

丁
卯

六
月

+

百

遷
化

ス
L

と
記

さ
れ

て

い
る
。

こ

の

昂

所
L

と

は
・

あ

る

い
は

こ
の
自

然
石

の
こ
と

で
あ

ろ

う

か

。

過
去
帳

に
三
ノ
段

に
葬
る
と
記
藝

あ

っ
て
所
在

の
不
明
な
も
の
は
、
ま
ず

二
代
種
長

の
室

で
あ
る
・
「居
矯

内

二
葬
後
西
畑
三
ノ

段
長
春
同
所

工
引
直

ス
」
と
あ
る
.
蒙

種
前
之
室
L
と
同
じ
よ
う

に

「居

屋
補
内
」

か
ら
引
直

し
、
し
か
も
種
長

の
法
名

で
あ
る

「
長

春
」
と
同
所

で
あ

る
と
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ら
し
き
藻

は
見
当
た
ら
な

い
。
四
代
種
次

の
娘
は
、
津
和
地
柳
原

に
嫁
ぐ
も
宝
永
五
年

(
一
七
〇

八
)

に

「當
家
病
死
廟
所
西
畑
下

ヨ
リ
三
之
段

二
葬
」
と
あ
る
。
あ
る

い
は
B
血

の
銘
文
判
読
不
能
な
圭
頭
碑

で
あ
う

つ
か
・

三
ノ
段

に
葬
ら
れ
た
が
所
在
不
明
の
成
人
は
こ
の
二
人

で
あ
る
。

過
去
帳

に
三
ノ
段

に
葬
ら
れ
た
.、
と
が
記
さ
れ
て

い
る
が
所
在

の
不
明
な
子
供
が
二
人

い
る
。
四
袋

次

の
早
世
し
た
兄
と
五
代
種
永

の
早
世

し
た
四
女

で
あ
る
。
B
-
4
の
舟
形
光
背
を
持

つ
地
蔵
立
像
碑
と
B
詣

の
舟
形
光
背
を
持

つ
畿

立
像
碑

は
・
子
供

の
藻

で
あ

ろ
,つ
。
四
代
種
次
の
早
世
し
た
兄
は
、
本
来
は
三
代
種
忠

の
嫡
男
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
藻

の
配
置
関
係
か
ら
み
て
二
代
種
長

と
三
代
種
忠
の
中
間
や
や
後
ろ
に
あ
る
B
ぬ

が
そ
れ
で
あ

ろ
う
か
。
五
代
種

永
の
墓
標

は
五
ノ
段

に
建

て
ら
れ
・
八
〇
歳

で
延
享
四
年

二

七

四
七

〉

に
没

し

て

い
る
。

五

ノ
段

で
最

も
古

い
年

号
を

示

し
、

こ

の
段

に
五
代

目
当
主

の
墓
標

と
し

て
最

初

に
建

て
ら

れ
た

も

の

と
思

わ

れ

る
。

そ
.つ
で
あ

る
な
ら
ば

、
種

永

の
三
女

竺

九
歳

で
享

保

元
年

(
一
七

=

ハ
)

に
早
世

し
・

四

ノ
段

に
葬

ら
れ

て

い
る

の
で

種
、永
の
存
生

中

は
四

ノ
段

ま

で
が
開

か
れ

て

い
た

の

で
あ

ろ
う
。

そ
し

て
、
過
去

帳

に
よ

れ
ば

、
種
永

の
四
女

で
あ

っ
て
も
三

ノ
段

舞
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ら

れ
た
と

い
う

の
で
あ

る
か

ら
、

こ

の
女

子

は
、

三
女

の
没
す

る
以
前

、

ま
だ

三

ノ
段

を

使

用
す

る
意

識

の
強

い
う

ち

に
幼
く

し

て
没

し
た
も

の
と
考

え
ら

れ

る
。

俗
名

を
於

ミ
ズ

と

い
う
童

女

の
墓
標

は
、

B
-
4

で
は
な

い
か
と
思

わ
れ

て
な

ら
な

い
。

(4
)

四

ノ
段

(図

2

・
図

7
)

近
年
・

新

し
く
切

り
通

さ

れ
た

と

い
う
墓
道

の
手

前

に
位

置

す

る
平

場

で
、
調
査

開

始

当
初

上
段
平

場

と
称

し

て
五

ノ
段

と
区

別

し

て

い
な

か

っ
た

と

こ
ろ

で
あ

る
。

墓
地

を
管

理

し

て

い
る

二
神
春

子

さ
ん

に
よ

れ
ば
、

こ

の
平
場

は

「
あ

た
ら
し

や
」

の

墓
域

で
あ

る
と

い
う
。

A
-
29

a

・
b

か
ら
A
-
32
ま

で

の
墓
標

に
刻

ま

れ
た
法
名

は
、

二

神
家

過
去
帳

に

一
切
記

さ
れ

て

い
な

い
。

分

家
筋

の
墓
標

の
よ

う

で
あ

る
。

A
-
29

a
は

円
頂
碑

で
享
保

一
八
年

(
一
七

三
三
)

と
元

文

四
年

(
一
七
二
九

)

の
年

号

が
刻

ま
れ
、

夫
婦

の
連

名
碑

で
あ

る
。

A
-
31

は
宝
暦

=

年

(
一
七

六

一
)

の
年

号

が
刻

ま

れ

て

い

る
。

こ

の
墓
標

の
下

部

は
第

三
次

調
査

の
際
、

三

ノ
段

の
中

世
墓

の
広

が
り

を
把

握

す

る

必
要

か
ら
発
掘

し

た
。

調
査

成

果

に

つ

い
て

は
別
項

で
論

じ

て

い
る
。

A
-
29
b

.
30

.

32
は
台
座

の
み
で
あ

る
。

A
-
26

・
27

・
28

は
列
状

に
並

ん

で

い
る
。

下
部

を

発
掘

調
査

し

た
結

果

、
墓
塙

は
検

出

で
き
な

か

っ
た
。

想

像
す

る

に
、
前

述

し

た
よ
う

に
、

近
年

に
墓
道

が
切
り
通

さ

れ
る

以
前

に
は
、

こ
れ

ら

の
墓
標

は
現
在

の
墓

道

の
部
分

に
建

て
ら

れ

て

い
た

の
で
は
な

か
ろ

う

か
。

墓
道

を
開
削

し

た
た

め

に
、

よ
り
前

面

に
墓

標
だ

け
が
移

動

さ
せ

ら
れ
た

も

の
と

!

!

e

呼

A

も

。
◎

)5m一
図7四 ノ段(115⑪)
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思

わ

れ

る
。

ち
な

み

に
A

-
28

は
円

頂

碑

で
、

四
代

二
神
種

次

の
墓
標

で
あ

る
。
没

年

は
享

保

一
〇
年

(
一
七

二
五
)

で
あ

る
。

右

隣

に
近

接

し

て
唐

破

風

屋

根

付

石

碑

(A

-
27
)

が
あ

る
が
、

銘
文

は
判
読

不
能

で
あ

る
。
種
次

の
室

は

「
廟
所

西
畠

下

ヨ

リ

四

ノ
段

二
葬

」

と
あ

る
。

墓
標

の
型
式

及
び
規

模

か
ら

も
種

次

の
室

の
墓

標

の
可

能
性

が
高

い

の

で
は

な

か

ろ
う

か
。

A
-

26
は
円
頂
碑

で
、

五
代
種

永

の
三

女

の
墓

標

で
あ

る
。
享

保

元
年

(
一
七

一
六

)

に

没

し

て

い
る
。

(5
)
五
ノ
段

(図

2

・
図

8
)

二
神
家
墓
地

の
中

で
最
も
上
段

に
位
置

す
る
。

}
八
世
紀
中
頃
か
ら
現
代
ま

で
の

墓
標
が
林
立
す
る
。
円
頂
角
柱
碑
四
基
、

唐
破
風
屋
根
付
石
碑
六
基
、
唐
破
風
屋
根

が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
石
碑

一
基
、
唐
破

五 ノ段(1:150)
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風
屋
根

部
分

ひ
と

つ
、
角

柱
碑

一
二
基

で
あ

る
。

こ
こ

で
は
近

世

の
墓

標

を
中

心

に
述

べ
る

こ

と
と

す

る
。

近

世

の
墓

標

は
、
南

側

山
裾

に
列
状

に
建

ち
並

ぶ
。

A
-
1

か
ら

A

-
4
は

近

・
現

代

の
墓

標

で
、

そ
れ

ら

の
前
列

に
建

ち
並

ぶ
。

五
代
種
永

か
ら
八
代
種
福
ま
で
の
墓
標
が

一
定

の
間
隔
を
お
い
て
占
地
し
、
九
代
種
五

の
糠

は
前
列

に
占
地
す
る
。

δ

代
種
式

の

墓
標

は
窮
屈
そ
う
に
八
代
種
福

の
藻

に
近
接
し
て
建
て
ら
れ
て

い
る
。
A
必

と
A
古

の
と
.」
ろ
で
直
線
的
に
建

ち
並
ん
で
い
た
藻

列
が
若
干
折
れ
曲
が

っ
て

い
る
が
、
A
お

は
六
代

の
室

で
、
A
古

は
六
代
の
娘

で
あ
る
か
ら
、
六
代
と
七
代

の
間

で
簸

を
区
画
す
る

意
図

で
は
な
く
、

墓
地

の
地
形

に
則

し

た
列

方
向

の
違

い
と

み
る

べ
き

で
あ

ろ
う
。

七
代
種
章
ま
で
は
・
八
歳

で
早
世
し
た
四
男

の
墓
標

(A
-
茄
)
が
飛
び
離
れ
て
存
在
す

る
も

の
の
、
夫
妻

と
子
供
達
が

歪

の
ま
と

ま

り
を
も

っ
て

い
る
。

と

こ
ろ
が
・

八
代
種
福

の
代

に
な

る

と
墓
地

空

間

に
限

り

が
出

て
き

た

の

で
あ

ろ
う
。

嫡

子

の
墓
標

(A
-
8
)

は
近
接
し
て
い
る
が
・
娘

の
藻

で
あ
る
A
中

卒

2・

・
A
-
η
は
、

い
ず
れ
も
五
代
種
永
や
六
代
種
信

の
代

の
墓
標
群

の
ム
ロ
間
を
縫

っ
て
占

地

し
て

い
る
。

こ
う

し
た
情
況

の
な

か
で
、

九
代

種
五

の
墓
標

は
前
列

に
占

地

し
た

の
で
あ

ろ
う
。

ち
な
み
に
・
五
代
種
永

の
藻

は
円
頂
角
柱
碑

で
、
延
享
四
年

二

七
四
七
)
銘
、
六
代
種
信

の
墓
標
は
円
頂
角
柱
碑

で
、
明
和
二
年

(
一
七
六
五
)
銘
・
七
代
種
章

の
藻

は
唐
破
風
屋
根
付
石
碑

で
、
寛
政
六
年

(
一
七
九

四
)
銘
、
八
代
藩

の
墓
標

は
角
柱
碑

で
、
文

政
三
年

(
天

二
〇
)
銘
・
九
代
種
五
の
墓
標
は
角
柱
碑

で
、
謄

二
年

(
一
八
六
六
)
銘
、

一
〇
代
種
式

の
墓
標

は
角
柱
碑

で
、
慶
応

三
年

(
一
八
六

七
)
銘

で
あ

る
。
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5
.

近

世

墓

地

の
形

成

と

墓

標

型

式

の
変

遷

に

つ

い

て

(図

9

.
図

10
)

こ
れ
ま

で
述

べ
て
き

た
よ
う

に
、

二
神

家
近
世

墓
地

の
形
成

過
程

は
、
明
ら

か
に
最

下
段

の

一
ノ
段

か
ら
始

ま
り
、

へ
と
展

開

し

て

い
る
。

最
上
段

の
五
ノ
段
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一
ノ
段

か
ら

五

ノ
段

へ
の
墓

地
各

段

の

墓

標
群

の
形
成

過
程

に
、
墓
標

型
式

を
重

ね
合

わ
せ
た
も

の
が

図

9

で
あ

る
。

前

述
し

た
よ
う

に
、

一
ノ
段

の
石
廟

型

式

は
D
-
2
、

D
-
7
だ

け

で
近
世

の
初
祖

夫
婦

た
る
所
以

で
あ

ろ
う
。
板

碑

型
は

一

ノ
段

だ
け

に
限
ら

れ
、

一
六
五

〇
年
頃

ま

で
採

用

さ

れ

て
い
た

よ
う

で
あ

る
。

ニ

ノ
段

の
墓
標

群

に
刻

ま
れ
た
法
名

は

過

去
帳

に
記
載

な

く
、

ニ
ノ
段

は
分
家
筋

の
墓

域

と
考

え

ら
れ

た
。
墓

群
が

三
群

に

分

か

れ

る

こ

と

は
前

述

し

た

が
、

C
-
4

か
ら

C

-
10

の
群

で

は
角

柱

碑

と

円

頂
碑

が
多

い
。

比
較
的

新

し

い
分
家

筋

が
占
地

し

た

こ
と
を

示

し

て

い
よ
う
。

C
-
2

・

3

の
群

と
C
-
11
か
ら
C
-
19
の
群

は
、
圭

頭
碑

が
目
立

ち
古

い
段

階

の
分
家
筋

で
あ

る

こ
と
が
看
取

で
き

る
が
、

三
ノ
段

の
圭

頭

碑

に
比

べ
て
年

代
的

に
は
や
や
後

出

で

θ
フ

A

A
6

Ω
ハ

21

A

8

『

A
搾

ρ
譜

飼
撃
詳諾
馬

6
A

趣
舟

A

試"

轟
豊
誠

c

4
馳

段

噸

解

板碑型

圭頭碑

圭頭角柱碑

唐破風屋根付石碑

円頂碑

円頂角柱碑

角柱碑

図9墓 標型式別位置図
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あ
る
。
分
家

の
時
期
を
検
討
す
る
好
材
料
で
あ
ろ
う
。

三
ノ
段

の
ほ
と
ん
ど

の
墓
標
は
圭
頭
碑
で
あ
る
。
板
碑
型
の
次

に
登
場
す
る
型
式

で
、

一
六
五
〇
年
段
階

に
採
用
さ
れ
て
い
る
が

(B

-
5
)
、
主
流
と
な
る
の
は

一
七
〇
〇
年
前
後

か
ら

一
七
〇
〇
年
代

の
早

い
段
階

で
あ

る
。
圭
頭
碑

は
板
碑
型
を
主
流
と
す
る

一
ノ
段

に
も

一
基
存
在
し
て
い
る
。

圭
頭
碑
が
主
流
を
成
し
て
い
る
時
期

に
唐
破
風
屋
根
付
石
碑
が
登
場
す
る
。
三
ノ
段

に

一
基
存
在
し

(B
-
12
)
、
四
ノ
段
、
五
ノ
段

で

盛
ん

に
用

い
ら
れ
る
。
主
流

と
な

っ
た
年
代
は

一
七
五
〇
年
代
か
ら

一
八
〇
〇
年
頃
ま
で
で
あ

る
。
唐
破
風
屋
根
付
石
碑
が
盛

ん
に
用

い

ら
れ
た
時
期

に
並
行
し
て
、
円
頂
碑
も
登
場
す
る
。

一
七
〇
〇
年
か
ら

一
八
〇
〇
年

に
か
け
て
の
約

一
〇
〇
年
間
で
あ
る
。
円
頂
角
柱
碑

は
円
頂
碑

に
比

べ
て
や
や
後
出

の
よ
う
で
あ

る
が
、

一
七
五
〇
年
代
か
ら

一
八
五
〇
年
代

に
か
け
て
が
主
流

の
よ
う
で
あ
る
。
円
頂
角
柱

碑

は
円
頂
碑

の
型
式
的
変
化

の
よ
う

に
思
え
、

一
連

の
タ
イ
プ
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
唐
破
風
屋
根
付
石
碑
と
円
頂
碑

・
円
頂

角
柱
碑
が
並
行
関
係

に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、

い
ず

れ
か
の
型
式
を
選
択
す
る
原
因
に

つ
い
て
は
今
後

の
検
討
課
題

と
し
て
お
く
。
こ
れ
ら

の
型
式

は
四
ノ
段
、
五

ノ
段
を
中
心

に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

一
八
〇
〇
年
以
降

は
角
柱
碑
全
盛

の
時
代

で
あ

る
。
五
ノ
段

で
最
も
多
く
用

い
ら
れ
、
ニ
ノ
段

の
分
家
筋

の
墓
域

で
も
用

い
ら
れ
て
い

る
。
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1:

6
.
四
ノ
段

の
発
掘
調
査
概
要

2
で
述

べ
た
よ
う

に
三

ノ
段
中
世
墓

の
調
査
を
行
な
う
必
要
上
四
ノ
段
近
世
墓

の
発
掘
調
査
を
行
な

っ
た
.
当
段

(図
n
)

に
位
置

す
る
五
基

の
藤

の
う
ち
・
叢

を
伴

っ
て
い
た

の
は
今

a
の

塞

の
み
で
あ

っ
た
.
他

の
四
基

の
糠

直
下

で
は
叢

を
検
出
す
る

こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
・
各
段

の
近
世
轟

は
各

'ア
ラ
ス
の
山
側
斜
面

棲

し
て
配
置
さ
れ
て

い
る
が
、
四
ノ
段
山
側

に
は
現
窃

芒

状

の
道
が
設
け
ら
れ
て
い
る
た
め
現
在

の
位
置

に
藻

が
移
転
さ
れ
た
夏

匪
性
が
考
え
ら
れ
る
。

A
出

(図
12
)
は
正
面
に

「
敬
興
林
桂
信
女
」
、
右
側
面

三

藩

±

昊

」

の
銘
文
が
記

さ
れ
て

い
た
.
墓
標
は
藩

に
対
し

北
西
よ
り
繕

讐

れ
て
い
た
・
ま
ず
藷

上

に
人
頭
大

の
石
を
組
み
、
隙
間

に
は
小
振
り
の
石
を
入
れ
込
み
、
そ
の
上
部

に
ム
ロ
座
を
据

え
墓
禦

置

か
れ
て

い
た
・
藷

の
規
模
は
八
・

×
五
・
セ
ン
チ
イ

ト
ル
の
隅
丸
長
方
形
で
あ
る
.
深
さ
は
六
。
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で

あ

る
・
土

葬

で
あ

る
・

木
棺

は
検

出

さ
れ
な

か

っ
た
が
、
人

骨

の
出
土
状

況

か
ら
木
棺

に
収

め

ら
れ

て

い
た

と
考

え
ら
れ

る
.

規
模

は
五

。

×
五
。

セ

ン
チ

イ

ト

ル
程

で
あ

っ
た

と
推
定

さ

れ
る
.
埋
葬

形

態
は
座

位
、

北

に
面

し

て

い
る
.

出
土

し

た
遺

物

(図

B
)

は
陶
器

埜

点

・
か
わ
ら
け
四
点

・
和
墾

点
で
あ
る
.
人
骨

に

つ
い
て
は
完
全
な
形

で
残

っ
て
い
る
も

の
は
少
な

い
が
、

ほ
ぼ
全
身

の
骨
が
出

土

し
た
・
人
骨
鑑
定
は
日
本
歯
科
大
学
の
吉
田
俊
爾
氏

に
依
頼
し
行
な

っ
た
.
.あ

鑑
定

の
結
果
、
人
骨
は
二
。
歳
前
後

の
女
性
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
た
・
上
下
肢
骨
は
完
全
な
形

で
残

っ
て

い
な
か

っ
た
た
め
推
定
身
長

の
算
出
は
で
き
な
か

っ
た
.
骨
に
表

れ
る
特
別
な
疾

 病

(骨
梅
毒

.
変
形
性
関
節
症
な
ど
)

は
認
め
ら
れ
な

い
が
、
右
上
顎
第
糸

臼
歯

の
歯
頸
部
と
右
下
顎
の
第

-
大
鼠

咬
ム
。
面

に
は
虫

歯
が
認
め
ら
れ
た
・
歯
列
全
体
を
見
る
と
、
前
歯

の
歯
並
び
は
あ
ま
り
号

な

い
.
ほ
と
ん
ど
の
歯

の
歯
冠
部

に
は
何
条

か
の
エ
ナ
メ
ル

質
減
形
成

(
ス
ト
レ
ス
了

力
あ

;

で
、
幼

・
小
児
期

つ
ま
り
成
長
期

量

度

の
疾
病

に
か
か
る
、
も
し
濠

蒔

的

に
栄
養
堕

口

な
ど
が
あ
る
と
・
歯

の

エ
ナ
メ

ル
質

の
量
が
減
少
し
歯
冠
部

綾

方
向

の
溝
が
形
成
さ
れ
る
)
が
見
ら
れ
た
。

四
ノ
段

の
近
世
墓
を
調
芒

た
後
・
三
ノ
段

か
ら
続
く
中
世
墓

の
様
相
を
把
握
す

べ
く
更

に
下
層

の
調
査
を
行
な

っ
た

(図

U
)
.
四
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図15西 畑下 ヨ リ三 ノ段

中世墓地検 出状況 図(1:40)

213

と

1暗 褐色土腐葉土 しまりなし,粘性な し。

2褐 色土 しまりなし、粘性な し。岩粒(φ3～4㎜)含 むA

3褐 色土 しまり強似 粘性な し.石(φ2～3㎝)多 く含む.岩粒(φ3～4mm)多 く含電

4.褐色土 しまり弱い、粘性な し。岩石粒(φ2～3㎜)少 量籠

5褐 色土 しまりややあ り、粘性なし。岩石粒(φ3～4㎜)含 弧

6.褐色土 しまりあり、粘性な し.岩石(φ3～4㎝)・ 岩石粒(φ3～4mm)含 む。

7褐 色土 しまりややあ り、粘性な し0砂含む。

8褐 色土

9褐 色土
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図16表 土掘削中 出土遺物(1:3)

010cm一

表2D-2石 廟内出土遺物観察表

図 版

Na.
種別 口径 底径 器高 備考

1 かわらけ 9.1 5. 1.4 微砂を混じえる淡榿色土

一2 かわ らけ 9.6 5.0 1.45 赤褐色 ヒ

一3 かわらけ 9.7 5.a 1.5 明赤褐色k

一4 かわらけ 8.4 5.4 1.15 微砂を混 じえる黄褐色 ヒ

一5 かわ らけ 8.6 5.4 1.L 微砂を混じえる明黄褐色上

表3A-31墓 墳出土遺物観 察表

図 版

No.
種別 口径 底径 器高 備考

13-1 かわらけ 8.6 6.0 1.5
胎土は黒色微砂 ・白色微砂 ・雲母粒 を混 じえる

淡榿色弱粉質t

2 かわ らけ 7.5 5.1 1.35
胎 上は黒色微砂 ・白色微砂 ・雲母粒を混 じえる

淡燈色弱粉質 土

一3 かわ らけ 9.35 z1 1.6
胎上は黒色微砂 ・白色微砂 ・雲母粒 を混 じえる

淡禮色弱粉質L

一4 かわらけ 9.35 6.45 1.65
胎Lは 黒色微砂 ・白色微砂 ・雲母粒 を混 じえる

淡榿色弱粉質 上

一5 灰紬陶器 6.35 2.96 2.5 胎上は明灰色粘質土
一6 和はさみ 長 さ(11.D最 大 幅2.2最 大 厚1.d

表4表 土掘削出土遺物観察表
一

図 版

No.
種別 口径 底径 器高 備考

lfi-1
かわらけ &.6 s.a 1.5

胎i二は黒色微砂 ・白色微砂 ・雲母粒を混じえる

淡榿色弱粉質L

一2

かわ らけ 8.fi 6.4 1.55
胎Lは 白色微砂 ・雲母粒を混 じえる淡茶色弱粉

質t

3
かわ らけ 9.`1 6.且 1.25

胎i二は黒色微砂 ・白色微砂 ・雲母粒を混 じえる

淡燈色弱粉質 ヒ

一4

かわらけ 9.85 6.8 1.7
胎}:は 黒色微砂 ・雲母粒を混 じえる機色弱粉質

1二

一5

かわらけ 1Q.5 7.a Z.25
胎 土は黒色微砂多 量 ・白色微砂 ・雲 母粒を混じ

える淡榿色弱粉質i二

一6 陶器灯明
皿

8.$ 4.5 i.6
胎 士:は黒色微砂多量 ・白色微砂 を混 じえる淡禮

色弱粘質土
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ノ
段

の
下
層
は
三
ノ
段

の
奥
側
斜
面
部

に
当
た
る
。
こ
こ
で
は
二
段

か
ら
な
る
石
積

み
を
検
出

し
た

(図

15
)
。

一
段
目

の
石
積
み
は
し

っ
か
り
と
し
た
積

み
方
が
な
さ
れ
、
石
積
み
上
面

は
敷
石
状

に
平
坦

に
整
え
ら
れ
て
お
り
、
五
輪
塔

の
地
輪
部
が
面
上
に
設
置
さ
れ
て
い

た
。
据
え
直
し

の
可
能
性
も
未
だ
否
定

で
き
な

い
が
、
石
塔

の
並
び

は
中
世
墓
地

の
景
観
を
保
と
う
と
す
る
意
思
を
明
ら
か
に
感
じ
さ
せ

る
も
の
で
あ

っ
た
。
二
段
目
の
石
積
み
は

一
段
目
石
積
み
よ
り
七
〇

セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
上
段
で
検
出
さ
れ
た
。
こ
の
検
出
さ
れ
た
石
積

み

の
前
面
は
比
較
的
大
き
な
石
で
し

っ
か
り
と
積

ま
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
側
は
裏
込
め
風
で
石
と
石

の
積
ま
れ
方
が
粗
雑
で
あ

っ
た
。
段

の
上
面
も
敷
石
風

に
平
坦

に
仕
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
石
塔
類
を
設
置
す
る
た
め
の
施
設
と
は
考
え
難

い
。
西
側
は
自
然
堆
積
土

に
接

し

て
い
る
。

こ
の
二
段
目

の
石
積
み
の
機
能
的
側
面

に
つ
い
て
は
、
斜
面
上
部
か
ら

の
土
砂

の
崩
落
防
止
の
た
め
で
は
な

い
か
と
考
え
る
こ

と
も
可
能

で
あ
る
。

一
段
目

の
さ
ら

に
東
側
、
前
面
部

の
石
積

み
は
近
世
以
降

の
積

み
直

し
の
可
能
性
が
高
く
、
円
礫

の
形
状
も
や
や
小
振
り
で
粗
雑
な
積

み
方

で
あ

っ
た
。

一
段
目
に
設
置
さ
れ
た
石
塔
基
部

の
直
下

に
お
け
る
石
積
み
内
部

の
墓
塙

の
調
査

は
実
施
し

て
お
ら
ず
今
後

の
課
題
と

い
え
る
が
・

一
般
的

に
領
主

ク
ラ
ス
の
中
世
墓
は
各
個
人

の
墓
塘
上
に
石
組
み
ま
た
は
石
積

み
を
し
、
そ
れ
ら
が
連
接
し

つ
つ
墓
群
を
形

成
す
る
場
合
が
多

い
。

こ
れ

に
対
し
て
今
回
検
出
し
た
石
積

み
は
各
個

の
区
画
が
明
瞭
で
な
か

っ
た
。

こ
の
た
め
近
世

の
比
較
的
早

い
段

階

に
墓
域
を
造
営
し
て
い
く
過
程
で
、
中
世
墓
群

に
手
が
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
、
ま
た

一
段
目
の
石
積

み
が
二
段
目

の
下
部

に
続

い
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

今
回

の
調
査
で
は
明
瞭
な
形
で
の
中
世
墓
を
検
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
こ
と
は
中
世
か
ら
現
代

に
至

る

ま
で
連
綿

と
続
く
墓
地

の
営
み
の
結
果
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

二
神
家
近
世
墓
群
は
下
段

か
ら
上
段

へ
と
展
開
し
た
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
り
・
こ
の
過
程

で
中
世
墓
群
に
相
当
手
が
加
え
ら
れ
た
と
考

え
る
の
が
自
然

で
は
な
か
ろ
う
か
。
墓
地

の
展
開
す
る
山
腹

の
本
浦
側

斜
面

に
も
多
数

の
石
塔
各
部
が
石
垣
状

に
発
見
さ
れ
て
お
り
、

二
神
家
中
世
墓

の
全
体

の
解
明
は
今
後

の
課
題
で
あ
る
。

(た
し
ろ

・
い
く
お

中
世
考
古
学

わ
か
ま

つ

・
み
ち
こ

考
古
学
)
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7
.

二
神
家
墓
地
出
土
の
江
戸
時
代
人
骨
鑑
定
報
告

吉
田
俊
爾

二神家墓地調査中間報告

人
骨

所
見

二
神
家

墓

A
-
31
墓

壌

か
ら
出

土

し
た
江

戸

時
代

人

骨

は
女

性
人

骨

一
個

体

分

で
あ

る

(形
態

学
的

に

み

て
・
異

個
体

は
混

入
し

て

い
な

い
)
。
完
全

な
形

で
残

っ
て

い
る
骨

は
少

な

い
が
、

ほ
ぼ
全
身

の
骨

が
あ

る
。

以
下
、
性

別
、
年

齢

を
中

心

に
記

載

す
る
。

な

お
、

記
載

に
際

し

て
、

人
骨
名

は
和
名

で
表

わ

し
、
歯

に

つ
い
て

は
算

用
数
字

で
永
久

歯

を
、

○

で
歯

槽

開
放

、

●

で
状

況

不
明

の

こ
と
を
表

わ
す
。

ま

た
、

(

)
内

の
算

用

数
字

は
萌

出
途
中

の
歯

を

示
す
。

(
1
)
性

別

"
女
性

「
人
類
学

的
根
拠

」

a
、

全
体

に
骨

の
作

り

が
華
奢

で
あ
る
。

上
腕

骨
頭

.
大

腿
骨

頭

は
小

さ

い
。
上

・
下

肢
骨

の
骨
体
部

は
細

く
、
筋

付
着

部

の
発
達

は
弱

い
。

b

、
頭
蓋

に

つ
い
て
は
、

骨
質

は
あ
ま

り
厚

く
な

い
。
前
額
部

は
垂
直

に
立

ち
、
側

頭
骨

の
乳
様

突
起

は
小

さ

い
。

外

後
頭

隆
起

の
膨

隆

は
弱

い
。

c
、
左

寛
骨

(骨
盤

を
形

成

す
る
骨

の

一
つ
)

の
大
坐

骨
切
痕

の
湾
曲

は
大

き

い

(角
度

が
広

い
)
。

(
2
)
年
齢

口
二
〇
歳
前
後

「
人
類
学
的
根
拠
」

左右

上顎 (8)7654321 1234561(8)

薇 ●7654321 1234560●
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a

、

b

、

頭

蓋

の
三
主

要
縫
合

(冠

状
縫
合

、
矢

状
縫

合
、

ラ

ム
ダ

縫
合

)

は
、
内

・
外
板

と
も

(表

か
ら

見

て
も
、
裏

か
ら

み

て
も
)

骨
結

合
化

し

て

い
な

い
。

(頭

蓋

の
各

部

品
、

つ
ま

り
前

頭

骨

、
頭

頂

骨
、
後

頭

骨

、
側
頭

骨

な

ど

は
縫
合

と

い
う

関
節

で

つ
な
が

っ
て

い
る
が
、

年
齢

が
高

く
な

る

に
し
た
が

っ
て
骨

結
合
化

が
進

み
、
縫

合

が
見

え

な
く
な

っ
て
く

る
)

歯

の
状

況

咬
耗
度

は

上

・
下

顎

と
も
第

1
大

臼
歯

(上
記
歯

式

上
下
、
左

右

の
6
)

が
栃

原

(栃

原
博
、

一
九
五

七
)

の
第

3
段

、
上
顎
第

3

大

臼
歯

(上
記
歯

式

上
左
右

の
8
)
以
外

の
他

の
歯

が
同

2
段
を

示
す
。

上

顎

の
第

3
大

臼
歯

(親
不

知
)

は
萌
出
途

中

で
歯

根

の

下

%

は
未

完
成

で
あ

る
。

下
顎

の
第

3
大

臼
歯

に

つ
い
て
は
根
本

的

に
無

い
の
か
、

こ
れ

か
ら
萌

出

す

る
と

こ
ろ
だ

っ
た

の
か
不

明
。

21$

(
3
)
特
記
事
項

上

.
下
肢
骨

は
完
全
な
形
で
残

っ
て
い
る
も
の
が
な

い
の
で
推
定
身
長

の
算
出
は
で
き
な

い
。
骨

に
表
わ
れ
る
特
別
な
疾
病

(骨
梅
毒
、

変
形
性
関
節
症
な
ど
)
は
認
め
ら
れ
な

い
が
、
右
上
顎

の
第

2
小
臼
歯

(上
記
歯
式

の
右
上

5
)

の
歯
頸
部
と
右
下
顎

の
第

-
大
臼
歯

(上
記
歯
式

の
右
下
6
)

の
咬
合
面

に
は
鯖
蝕

(虫
歯
)
が
認
め
ら
れ
る
.
左
下
顎

の
第
2
大
臼
歯

(上
記
歯
式
左
下

の
○
印
)
は
欠
損

し
て
い
る
が
・
歯
槽
部

に
炎
症
像
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
亡
く
な
る
前

(詳
細
な
時
間
は
不
明
)
に
鯖
蝕
な
ど
に
よ
り
脱
落

(自
然
か
、

人
工
か
は
不
明
)
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
歯
列
全
体
を
見
る
と
、
前
歯

の
歯
並
び
は
あ
ま
り
良
く
な

い
。

ほ
と
ん
ど
の
歯

の
歯
冠
部

に

は
何

条

か

の

エ
ナ

メ

ル
質
減

形
成

(
ス
ト

レ
ス

了

力

あ

一
つ
で
、
幼

・
小

児
期

、

つ
ま
り
成

長
期

に
重
度

の
疾
病

に
か
か

っ
た
り
、

蒔

的

に
栄
養

障
害

な

ど
が
あ

る

と
、

歯

の

エ
ナ
メ

ル
質

の
量

が
減

り
歯
冠
部

に
横

方
向

の
溝
が

で
き

て
し
ま
・つ
)

が
見

ら
れ

る
。

 (よ
し

だ

・
し

ゅ

ん
じ

形
質

人
類

学

・
解
剖

学
)


